　令和元年8月1日
薬剤師各位
公益社団法人八幡薬剤師会
会　長　　星 野 正 俊
第１０回八薬糖尿病研修会開催のお知らせ

平素より、本会事業にご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
今回は下記のごとく、藤本良士先生と池永千寿子先生を講師に迎え、研修会を開催いたします。
参加されます方は8月20日までにFAX(661-1066)またはメールにてお申込み下さい。
急な欠席の場合は、当日17時までに八幡薬剤師会までご連絡下さい。
当日、薬剤師名簿登録番号と氏名が確認出来るものを必ずご持参ください。(県薬研修カード、HPKIカード、薬剤師免許証のコピー等)
このお知らせは当会ホームページに掲載しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
日　時　　令和元年8月29日（木）　19:00〜21:00
　　　　　　　場　所　　黒崎ひびしんホール　中ホール
　　　　　　　内　容　　『糖尿病の運動療法　実践編』
　　　　　　　　　　　　　　社会医療法人製鉄記念八幡病院リハビリテーション部　池永 千寿子先生
　　　　　　　　　　　　『変わりつつある糖尿病の大血管合併症へのアプローチ　
～実臨床の立場から～』
　　　　　　　　　　　　　　新小倉病院　糖尿病センター長　　藤本 良士先生
会　費　　正会員（Ａ会員･B会員･賛助会員）:　無料　
他地区会員：無料　
　　　　　　　　　　　　非会員（正会員以外全て）：3,000円

                      　※研修会登録者（八幡の会員薬局勤務薬剤師で非会員）：20,000円／年
	　　単　位　　北九州糖尿病療養指導士認定講座1.5単位（受講証配布）
日本薬剤師研修センター集合研修　１単位


主　催　　公益社団法人八幡薬剤師会　　田辺三菱製薬（株）
後  援　　福岡県糖尿病協会北九州地区ブロック協議会、北九州ＣＤＥの会　
要　旨
糖尿病治療の目標は健常人と変わらない日常生活のQOLや寿命の確保とされており、その達成のためには合併症の抑制が必要である。しかし、種々の合併症の中で大血管合併症の基盤となる動脈硬化は他の合併症と性格が異なっている。例えば、他の合併症が糖尿病発症後の長期の血糖コントロール不良の持続により発症進展するのに対し、動脈硬化は境界型の時期から既に健常人に比べて有意に進展している。また、短期間の血糖コントロールの改善がなかなか抑制に繋がりにくいこともUK`PDSをはじめとする大規模臨床試験で明らかになっている。このように進展を抑制することが困難な大血管合併症であるが、近年SGLT2阻害薬やGLP-1アナログ製剤の心血管リスクの低下作用が指摘され、2型糖尿病の治療の根底が変わりつつある。
本講演では糖尿病の大血管合併症について基本的な知識から今後の治療の方向性まで、実臨床の立場から考えてみたい。
第10回八薬糖尿病研修会申込欄　　　　　　※非会員の方は、研修シールの要・不要をご記入下さい。
施設名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　3人以上申込時は本紙のコピーをお願いします。）
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